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３年 保健体育             週３時間    
                                                                                   


１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）                        


〇運動の特性に応じた技能を理解するとともに、基本的な技能を身に付ける。 


〇個人生活における健康・安全について理解する。 


〇運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて考え、判断するとと


もに、他者に伝える力を養う。 


〇生涯にわたって運動に親しむとともに、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく


豊かな生活を営む態度を養う。 


 


２ 男女共修年間学習計画と単元(題材)    
学


期 
月 題材名・単元名 内容 達成目標(ねらい） 


 


 
 
 
 


１ 
 


学 
 


期 
 


 
 
 
 
 
 


２ 
 


学 
 


期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


３
学
期 
 


 
４ 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
９ 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
12 
 
 
 
１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 


 
・体つくり運動 
 
 
・陸上競技① 
   
 
 
・ダンス 
 
・運動会練習 
 
 
 
・新体力テスト 
・陸上競技② 


高跳び 
 
 
 
・水泳 
 
 
・体育理論 
 
 
・健康な生活と疾病の


予防 
 
・球技① 
「ベースボール型」 
 
・球技② 
「ネット型」 
・武道 
「柔道」 
 
 
・健康な生活と疾病の


予防 
 
・陸上競技③ 
 
 
 
・球技③ 
「ゴール型」 
 
 
・健康な生活と疾病の


予防 


 
・体ほぐしの運動 
・体力を高める運動 
 
・短距離走・リレー 
 
 
 
・リズムダンス 
 
・運動会種目 
 
 
 
・新体力テスト計測 
 
 
 
 
 
・クロール、平泳ぎ、


背泳ぎ、バタフライ 
 
・種目の練習 
・文化としてのスポー


ツの意義 
・健康の成り立ち 
・食生活と健康 他 
 
・ソフトボール 
 
 
・バレーボール 
 
・受け身、固め技 
・投げ技 
 
 
・感染症の予防 
・性感染症の予防 他 
 
・長距離走 
 
 
 
・サッカー 
・バスケットボール 
 
 
・地域での保健、医療


の取組 他 


 
・目的に適した運動を身に付ける。 
・仲間と自主的に関わる。 
 
・自分の能力に適した技能のポイント


をつかみ、技能や記録を高める。 
・協力しながら練習に取り組む。 
 
・みんなで踊ることの楽しさを味わう 
・表現を通した交流ができる。 
・カウントに合わせた大きな動作で踊


ることができる。 
・種目のルールややり方を理解する。 
 
・自分の能力に適した技能のポイント


をつかみ、技能や記録を高める。 
・協力しながら練習に取り組む。 
・技の合理的なポイントを見つける。 
・発展的な技ができる。 
 
・各泳法を身に付ける。 
・ 長 時 間 続 け て 泳 ぐ 能 力 を 身 に 付 け


る。 
・現代におけるスポーツの文化的意義


を理解する。 
 
・健康な生活と病気の予防について理


解する。 
 
・チームや自分の能力に適した課題を


選び練習し、ゲームを通して個人技
能及び集団的技能を高める。 


 
 
・自己に適した技を選び、段階的・系


統的に身に付ける。 
・安全に留意して練習や準備をする。 
 
・健康な生活と疾病の予防について理


解する。 
 
・自分の能力に適した課題をつかみ技


能を高め、記録を高めることができ
る。 


 
・チームや自分の能力に適した課題を


選び練習し、ゲームを通して個人技
能及び集団的技能を高める。 


 
・健康な生活と疾病の予防について理


解する。 
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３ 評価方法                                                                  
各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 ・各領域における「運動の特性や成り
立ち」、「技術（技）の名称や行い
方」、「関連して高まる体力」、「伝
統的な考え方」、「表現の仕方」な
どの知識習得、理解ができている。 


・各領域の基本的な技能や動きを身に
付け、記録や技に挑戦し、簡易な試
合や発表ができる。 


・観察 
・学習ノート・学習カード 
・定期テスト 
・小テスト 
・レポート 
・記録測定 
・技能テスト 
・観察 


思考・判断・表現 ・学習した知識や技能を活用して、自
己の課題に応じた解決ができる。 


・自他の課題を発見し、合理的な解決
に向けて考え、判断するとともに、
他者に伝えることができる。 


・観察 
・学習ノート，学習カード 
・技能テスト、小テスト 
・レポート 


主 体 的 に 学 習 に 取 り
組む態度 


・各領域に自ら進んで取り組める。 
・公正に取り組むことができる。 
・ルールマナーを大切にしようとして


いる。 
・お互いに協力できている。 
・自分の役割を果たすことができてい


る。 
・相手を尊重し、伝統的な行動の仕方


を大切にしようとしている。 


・出欠席状況 
・観察、授業態度、発言等 
・小テスト 
・学習ノート、カードなど提


出物 
 


 
４ 授業の取組についてのアドバイス 


・欠席、見学をしないようにする。 


・授業に必要なものを忘れない。（体育着、教科書、保健体育ノートなど）  


・意欲的に授業に参加する。（何事にも積極的にチャレンジする。記録向上を目指して努


力する。協力して活動する。準備や片付けに積極的に取り組むなど） 


・学習カードに具体的に授業でできたこと、課題、次回の取組を記入し提出する。 


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス  


・健康管理に気を付け、欠席のないようにする。 


・その日のうちに学習の振り返り（復習）を行う。 


・ランニングや筋力トレーニング、ストレッチなど日ごろから基礎トレーニングを行う。 


                                                                                            


６ 定期テスト前の取組についてのアドバイス   


  ・授業で配布されたプリントを活用する。 


  ・教科書、実技教科書（ステップアップ）、ワークなどを活用する。   


 ・授業での先生の話を集中して聞く。 


 ・疑問があれば先生に質問する。 


 


７ 苦手な人の取組についてのアドバイス  


・何事にも失敗を恐れずに積極的にチャレンジする。 


・授業の取組についてのアドバイスをよく聞き、実践する。 


・記録向上を目指し、繰り返し地道に努力する。 


・提出物を期日までに提出する。 
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３年 国語 週３時間


１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し、適切に表現する資質・能


力を育成する。
（１）知識及び技能に関する目標


・言葉の特徴や使い方、情報の扱い方、我が国の言語文化に関すること等の「知識及び技能」を社会
生活における様々な場面で主体的に活用できる能力を身に付ける。


（２）思考力、判断力、表現力等に関する目標
、 。・互いの立場や考えを尊重し 言葉を通して正確に理解したり適切に表現したりする力を高めること


・論理的に思考する力や豊かに想像する力を身に付ける。
（３）学びに向かう力、人間性等に関する目標


・言葉によって自分の考えを形成したり新しい考えを生み出したりすること、言葉から様々なことを
感じたり、感じたことを言葉にしたりして心が豊かになること、言葉を通じて人や社会と関わり自
他の存在について理解を深めることを、言葉の価値として認識できる能力を身に付けさせる。
・相手、目的や意図、場面や状況に応じて適切な言葉を取捨選択し、文章の中で言葉が醸し出す味わ
いを感覚的に捉えることができる能力を身に付けさせる。


２ 年間学習計画と単元（題材）
単元名・教材名 内 容 達成目標（ねらい）学 月


期
１ ・詩の内容理解と鑑賞 ・詩に描かれた情景や作者の思いを捉えることが１豊かに想像する
学 ４ ・詩「岩が」 できる。
期 ・交流を通して考えを広げたり深めたりできる。


・小説「握手」 ・構成や場面の展開に着 ・登場人物の言動に着目して読み、登場人物の心
目して小説を読み取る 情や語り手の思いを捉えることができる。。


・語り手の思いを捉え、自分の考えをもつことが
できる。


・言葉発見① ・辞書の語釈 ・多義語の解釈を理解することができる。


・書写 ・漢字と仮名の調和 ・行書の特徴を理解し、漢字と仮名の調和に気を
付けて書くことができる。


５ ・グループディス ・合意形成へ向けての話 ・話し合いを計画的に進めるための方法を理解し
。カッション し合い 互いの考えを生かしながら議論や討論ができる


・漢字を身に付け ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。
よう①


。２分かりやすく ・批判的に読む方法の理 ・批判的に読むためのポイントを捉えられている
解伝える


批判的に読むとは・


・評論 間の文化 ・批判的に読む方法を活 ・筆者の主張を捉え、日本文化について自分の考「 」
用して内容を理解する えを深めることができる。。


６ ・課題作文 ・条件に応じた課題作文 ・表現を工夫して自分の考えを分かりやすく伝え
の書き方 ることができる。


・漢字の仕組み ・四字熟語 ・四字熟語を理解し、活用することができる。


・漢字を身に付け ・常用漢字の読み書き ・常用漢字を読み方が理解できる。
よう②


・俳句についての理解 ・俳句の決まり事を理解できている。３ものの見方・
・俳句の鑑賞 ・俳句に詠まれている情景や心情を想像しながら感性を養う


・俳句の世界 鑑賞することができる。
俳句十句


７ ・批評文 ・構成を工夫して批評文 ・論理の展開や構成を工夫して、相手を説得する
を書く。 批評文を書くことができる。


・交流を通して批評文を改善できる。


・言葉発見② ・和語、漢語、外来語、 ・和語、漢語、外来語、混沌語について理解し使
混沌語 い分けることができる。


・随想「希望」 ・筆者の思いを捉え、自 ・筆者の見方に着目して内容を読み取り、話し合
分の考えをもつ。 いを通じて自分の考えを深めることができる。
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・私の読書体験 ・読書の意義 ・進んで読書に親しみ、読書を通して学んだこと
を実生活に生かすことができる。


２ ９ ・漢字を身に付け ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。
学 よう③
期


・文章を批判的に読み、 ・異なる立場の説明を読み比べ、筆者のものの見４論理的に考える
・論説「フロン規 自分の考えを広げる。 方や考え方を捉え、科学と社会の関係について
制の物語」 自分の考えを広げることができる。


・言葉発見③ ・慣用句、ことわざ、故 ・慣用句、ことわざ、故事成語の意味や用法を理
事成語 解することができる。


・パブリック・ス ・スピーチ ・状況に応じて表現や構成を工夫してスピーチを
ピーキング することができる。


・漢字を身に付け ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。
よう④


・俳句に関する理解 ・俳句の決まりごとを理解し、俳句を鑑賞し、鑑５古典に学ぶ
・和歌の世界 ・俳句の鑑賞 賞文を書くことができる。10


・おくのほそ道 ・音読 ・古文の表現やリズムを意識して音読できる。
・古文の内容理解 ・芭蕉の旅に対する思いを捉えることができる。


・言葉発見④ ・世代による言葉の違い ・時間の経過や世代の違いによる言葉の違いを理
解できる。


。・論語 ・音読 ・漢文の響きやリズムに着目しながら音読できる
・漢文の内容理解 ・論語の内容を理解し自分の生き方に生かそうと


する。


・表現プラザ ・自分の考えを漢字一字 ・必要な語句を取捨選択し、これまでの自分を漢
で表現する。 字一字で表すことができる。


・漢字を身に付け ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。
よう⑤11


・複数の資料の読み比べ ・複数の資料を読み比べ、議論や討論を通して、６情報を関係づけ
メディアについて自分の考えをもつことができる


・論説「情報社会 る。
を生きる」


・実用文「広告の
読み比べ」


・ポスター ・構成を工夫してポスタ ・集めた材料の客観性や信頼性を踏まえ、伝えた
ーを書く。 いことを明確にしてポスターを書くことができ


る。


・文法の窓 ・表現につながる文法 ・語句の選択による表現の違いについて理解でき
る。


・漢字を身に付け ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。
よう⑥12


・文語定型詩の理解 ・文語定型詩の特徴とリズムを理解して音読する７読みを深め合う
・詩「初恋」 ・音読 ことができる。


・言葉発見⑤ ・敬語の働き ・敬語の働きについて理解し活用することができ
る。


、 、 、・小説「故郷」 ・作品に込められている ・作品に描かれている内容を踏まえ 人間 社会
作者の思いを捉え、自 自然などについて自分の意見や考えをもち、交
分の考えを深める。 流を遠して深めることができる。


１ ・書写 ・書き初め ・３年間で学習したことを生かし、文字の大きさ
と配列に気を付けて書き初めを書くことができ
る。
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３
学 ・ブックトーク ・シナリオを考えてブッ ・読書の意義と効用について理解し、工夫して分
期 クトークを行う。 かりやすいブックトークを行うことができる。


・漢字を身に付け ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。
よう⑦


・自分の知識や経験など ・筆者の主張を捉え、これからの社会について自８視野を広げる
・論説「文殊の知 と照らし合わせながら 分の意見をもつことができる。
恵の時代」 自分の意見をもつ。


２ ・小説「坊っちゃ ・作品の特徴を捉える。 ・言葉の使われ方や人物の描かれ方に着目して読
ん」 み、作品の特徴を捉えることができる。


・漢字を身に付け ・常用漢字の読み書き ・常用漢字の読み方が理解できる。
よう⑧


・名言集「中学校 ・互いの名言集を鑑賞し ・学習の見通しをもって名言集を作成し、交流を
３ 生活を振り返っ 合い、交流を通して自 通して自分の考えを広げることができる。


て」 分の考えを広げること
の楽しさを味わう。


・書写 ・文字の歴史 ・３年間の学習内容を踏まえ、作品を制作するこ
・実用的な書写 とができる。


３ 評価方法


評価の観点 評価規準 評価方法
知識・技能 ・常用漢字の大体を読むことができる。 ・定期考査


・表現するのに必要な語句の量を増やし、語感を磨き語彙を豊か ・漢字テスト
にすることができる。 ・小テスト


・敬語など相手や場に応じた正しい言葉遣いをすることができる ・ワークシート。
・情報の信頼性を確かめ活用することができる。 ・書写の作品
・古典の世界に親しむことができる。 ・読書記録
・書写で学習したことを生活に生かすことができる。
・読書の意義と効用について理解できる。


思考力・判断力・ ・社会生活の中から話題を決め、表現を工夫して分かりやすく話 ・定期考査
表現力 すことができる。 ・ノート


・話の展開を予測しながら聞き、自分の考えを広げたり深めたり ・ワークシート
することができる。 ・スピーチ


・構成や表現の仕方を工夫して、多様な読み手を説得できる文章 ・聞き取りメモ
を書くことができる。 ・作文等


・文章を批判的に読みながら、文章の内容を捉え、自分の考えを
もつことができる。


、 、 。・人間 社会 自然などについて自分の考えをもつことができる
主体的に学習に ・交流活動に意欲的に参加し、自分の考えを広げたり深めたりし ・ワークシート
取り組む態度 ようとしている。 ・交流メモ


・学習したことを積極的に生活に生かそうとしている。 ・ノート


４ 授業の取組についてのアドバイス
・発問に対しては、自分の頭で考え、友達との交流を通して、自分の考えを広げたり深めたりできるよ
うにしましょう。


→友達の意見や考えを通して気付いたことを、ワークシートやノートに色ペンで書くなどして、自分の
思考の変容が分かるようにすると効果的です。


・黒板に書かれたことは、きちんとノートに書きましょう。
・友達の意見や先生の説明を聞いて、メモをとる習慣を身に付けましょう。
・宿題や提出物は、期限を守って提出しましょう。
・毎時間の授業の振り返りを行う際、次の授業における目標を自分で決めるようにしましょう。


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス
・毎時間漢字テストを実施します。範囲も事前に示されているので、満点をとれるよう毎日練習しまし
ょう。
・復習も大切ですが、予習をしてから授業に臨むようにしましょう。次の時間で学習する範囲を読み、
ワークをやっておくと授業内容がスムーズに頭に入ります。


・読書の習慣を身に付けましょう。
・週末の宿題の内容は、過去の入試問題が中心となっています。入試対策の一環でもあるので、根気強
く解くようにしましょう。
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６ 定期テスト前の取組についてのアドバイス
・教科書、ノートを見直し、どの授業で何を学んだのかを振り返りましょう。
・漢字の練習や文法の練習問題等、繰り返し何度も練習しましょう。
・教科書ワークの問題を見直しておきましょう。


７ 苦手な人の取組についてのアドバイス
・漢字や文法の練習問題は、完璧に覚えるまで、繰り返し練習することが大切です。
・教科書に傍線を引いたところは、重要な箇所です。ノートと照らし合わせながら、よく見直して
おきましょう。
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３年 技術・家庭（家庭分野） 週０．５時間         


                                                                             


１ 教科の目標 （学習のねらい、身に付けたい力）                        


  ○家族・家庭子どもの成長では、人の成長と家族の関わりに関心をもち、子どもが育つ環境につい


て考えるとともに、幼児の心身の発達について学習し、幼児の生活の生活に役立つ物作りを行い


ます。また家族や地域の働きを知り、家族関係をよりよくする方法や、地域の人々との協力につ


いて考え、広い視野をもって生活していく事を目指します。 
                                                                                              


２  年間学習計画と単元(題材)               


学


期 
月 題材名・単元名 内容 達成目標(ねらい） 


 
 
１ 


 


 


 


２ 


 


 


 


 


 


 


 


３ 


 


 


 


 


 


 


５ 


 


６ 


 


７ 


 


９ 


 


１０ 


 


１１ 


 


１２ 


 


１ 


 


２ 


 


３ 


家族・家庭子ども


の成長 


 


幼児の心身の発達 


 


 


幼児の生活と遊び 


 


 


 


 


 


 


子どもと家族 


 


わたしたちと家族   


 


家庭と地域 


 


 


 


幼児の食生活 


・幼児期とは 


 


 


・幼児の体の発達 


・幼児の心の発達 


    


・幼児の遊びと発達 


 


・幼児の遊びを支える 


 


・幼児の遊び道具の製作 


 （布絵本） 


 


・子どもの成長と地域 


・子どもの成長と家族の役


割  


・家庭の役割 


・家庭生活を支える仕事 


・わたしたちの家庭生活と


地域 


 


 


・調理実習 


 


・幼児の発達と生活に関心をもつ。 


 


 


・幼児の体の発達の特徴を知る。 


・幼児の心の発達の特徴を知る。 


 


・幼児の遊びの意義や特徴を理解する。 


 


・幼児にとっての遊び道具の役割や遊ぶ環境を


考える。 


・玩具の製作を通して幼児への理解を深める。 


 


 


・幼児の生活の特徴を知り、家族の役割を理解


する。 


・子どもの成長と地域との関わりを理解する 


・家庭での活動を考え、家庭にはさまざまなは


たらきがあることを理解する。 


・自分や家族の生活は家庭の内外での活動にさ


さえられていることに気付く。 


・家庭生活と地域とのかかわりを理解する。 


 


・幼児に適したおやつ作りを通して幼児の栄養


について理解する。 
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３ 評価方法                                                                   


各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


 


 


・学習内容を理解している。 


・幼児・家庭・地域の宿題の資料の収集ができ、ワーク


ノートにまとめることができる。 


・作品の製作において、計画に従って安全に留意し効率


よく進めることができる。 


・作品の用途を考え丈夫で美しく作ることができる。 


・定期テストの技能の問題に答えられる。 


・定期テスト 


(知識の問題) 


・宿題の内容 


・作業の進度 


・作品の完成度 


・定期テスト(技能の問題) 


思考・判断・表現 


 


・ワークノートに学習したことを生かして生活の工夫を


記述することができる。 


・幼児・家庭・地域の宿題に課題をもって取り組みワー


クノートに自分の考えや生活の工夫を記入できる。 


・幼児の布絵本制作に向けて、用途を考えたデザインを


考え、工夫して作ることができる。 


・作品制作を振り返り、今後の生活に生かそうとしてい


る。 


・定期テストの思考・判断・表現の問題に答えられる。 


・ワークノートの意見記述  


と宿題の内容 


・作品制作計画表と作品へ


の工夫  


・ワークノート 


・定期テスト(思考・判断・


表現の問題) 


主体的に学習に取


り組む態度 


 


・ワークノートに学習した内容を記入している。 


・教科書、裁縫道具などの忘れ物が無い。 


・宿題などの提出物を期日に出している。 


・授業(実習)に意欲的に取り組んでいる。 


・ワークノートの記入 


・忘れ物、宿題等提出物 


・授業への取り組み 


・授業態度 


                                         


４ 授業の取り組みについてのアドバイス                                     


・教科書、裁縫道具、宿題の提出などの忘れ物をしない。                           
・授業に集中して、ワークノートの記入をするとともに、必要なことはメモを取る。  
・作品の制作時間が限られているので、効率よく計画的に作品作りを進める。          
 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                                                                
・家庭生活における仕事に積極的に取り組み、基礎的な技能や知識を身に付ける。  
・授業時数が少ないので、布絵本制作は家庭でも計画的に実践する。                 
・日頃から家族や幼児について関心をもって新聞やテレビなどで情報を得るように心掛ける。  
                                        


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス                            


・テスト範囲のワークノートを活用し、重要な言葉や数字を書き出したり、蛍光ペンなどでマークし


たりして覚える。   
・授業中のアドバイスをしっかりメモする。                                                                 
 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


 家庭分野では、将来できるだけ他の人の指示や世話を受けないで、自立できるようになるととも


に、他の人たちと支え合って生活できるようになることを目指しています。そのために家庭生活


においても、衣・食・住などの家庭での仕事のお手伝いなどを積極的に行い、家族の一員として


の役割を果たしていきましょう。また、支え合いの視点から、地域や社会、自然などの環境も考


えながら生活することも大切です。視野を広くもち、本や新聞、テレビなどからさまざまな生活


に関する情報を積極的に得るように心掛けていきましょう。 
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３年  技術・家庭科 （技術分野）  週 0.5 時間                   担当 山崎 茂 


 


１  教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


○生活に役立つ技術に関する「基本知識」や「技能」、生活をより良くするための「創造」や「工夫」のしかたを


身に付ける。 


○実際に生活に役立つ作品を取り上げ、製作工程に従って作業を進めます。最後まであきらめず完成を目


指すことにより、達成感や成就感を味わい、ものづくりの喜びを実感する。 


 


2  年間学習計画と単元（題材） 


学期 月 単元名 学習の内容 達成目標（ねらい） 


１ 


学 


期 


４ 


 


５ 


 


６ 


 


７ 


 


 


９ 


 


 


10 


 


 


11 


 


 


12 


 


１ 


 


２ 


 


３ 


 


〇情報の技術（２） 


 ・工夫した表現 


 ・メディア利用の表現 


 ・情報通信ネットワークのしくみ 


 


・双方向性のあるコンテンツに 


よる問題解決 


 


 


○情報の技術（３） 


 ・情報通信ネットワークの利用と 


情報セキュリティ 


・情報モラルと知的財産 


 ・コンピュータと情報処理 


 


 ・プログラムによる計測と制御 


による問題解決 


 


  


 


 


 


・情報の使い易さやわかりやすさに関する工夫を


知る。 


・情報の表現手段やコンテンツの特徴を知り、情報


通信ネットワークの構成や情報をやり取りするし


くみを知り、説明ができる。 


 


 


 


 


・情報セキュリティの関わる基礎的なしくみが説明


できる。 


 


・情報を扱う際のルールとマナーなどのモラルを 


知り、情報の適正な利用について理解できる。 


 


・知的財産を保護する必要性と利用する方法に 


ついて理解できる。 


 


・コンピュータを利用した計測・制御の基本的なし 


くみが理解できる。 


 


・情報処理の手順を考え、簡単なプログラムが作 


成できる。 


 


・機器を制御する適切なプログラムを作成で 


きる。 


 


・情報を収集し、それらを適切に処理し、発表する


ことができる。 


２ 


学 


期 


３ 


学 


期 
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３ 評価方法   


各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 
・コンピュータの活用に必要な基礎的な知識を身に付け、
その知識をもとにして適切に活用している。 


・作品 
・観察 
・ワークシート 
・プログラム 
・定期考査 


思考・判断・表現 
・生活と技術の関わりについて見直し、課題を見つけ、そ
の解決を目指して自分なりに改良し応用、工夫について
考えている。 


・作品 
・ワークシート 
・観察 
・定期考査 


主体的に学習に 
取り組む態度 


・コンピュータ活用に関する技術について関心をもち
、生 活 を充 実 向 上 するために進 んで工 夫 し創 造 、
実践しようとしている。 


・授業態度 
・提出物 
・観察 
・定期考査 


                                         


４ 授業の取り組みについてのアドバイス                                     
                                                                                 


・技術では何気ない作業の１つ１つの中にも自分で課題を見つけ、自ら考えて工夫しながら 
作業を進めてゆくことが大切です。 


・生活の中のさまざまな技術を知識と結びつけて考え活用していくことが重要です。 
    ・普段から授業の説明をよく聞き、重要だと思った点があれば、指示がなくても自らの判断でノ


ートに書き留めるなどの積極的な姿勢が必要です。 
 
                                                                                 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                   
                                                                                 


・技術では家庭での予習は特に必要ありません。そのかわりにその日に学習した授業内容をよ 
く思い出して、復習をしっかりするように心がけてください。                                          


                                         
                                                                                 


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス                            
                                                                                 


・技術の試験問題には、実習時に説明した作品製作上のポイントや注意点などが多く出題され 
ます。 


    ・授業で使用したプリントを中心によく復習し、教科書の関連する部分にも目を通しておくよう 
にしましょう。                                                                                                          


                                                                                 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス                                 
                                                                                 


    ・技術の製作で重要なのは集中してていねいに作業に取り組むことです。この点によく注意し、 
指示を守って取り組めば必ず良い作品を仕上げることができます。あきらめずにがんばって取り
組んでください。                                                  
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３年 数学（習熟度別少人数）  週４時間   


 


１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


   週４回の希望制「習熟度別少人数クラス」を実施します。授業では「数学の基礎学力の定着ときめ細か


な指導」、「自分から進んで学習に打ち込む生徒の育成」を目指します。生徒一人ひとりの実態に応じて、


より細かな指導を行い、全ての生徒が毎時間の授業で「分かった」という経験を実感して、学習効果とと


もに学習意欲の向上を図っていきます。 


   第３学年では以下の８単元を取り扱っていきます。１・２年生で学んだ式や図形の性質をもとに、新た


な性質を学び、発展させていきます。また、通常の授業とは別に、放課後の補充教室、夏季補充教室を通


して、既習事項の確認や計算力の充実を図っていきます。技能と共に、積極的に取り組み、自らの考えを


表現する力も身に付けることも目標とします。年度当初は、昨年度の結果を参考に希望を出してもらいク


ラス編成を行いました。単元終了ごとに、クラス変更の希望を受け付けます。 


 


２ 年間学習計画と単元の評価規準 


時期 月 題材名・単元名 内容 達成目標（ねらい） 


 


 


 


 


 


１ 


 


 


 


 


 


４ 


 


 


 


５ 


 


 


 


 


６ 


 


 


 


 


 


７ 


 


 


 


１章 式の計算 


１節 多項式の計算 


２節 因数分解 


（定期テスト） 


３節 式の計算の利用 


 


 


・展開 


・因数，因数分解 


・単項式と多項式の乗法の計算方法を考察し、説明する


ことができる。 


・多項式と単項式の乗除の計算ができる。 


・公式を用いて式の展開や因数分解ができる。 


・証明を振り返り、数に関する新たな性質を見いだすこ


とができる。 


・既習事項を日常生活に生かすことができる。 


２章 平方根 


１節 平方根 


 


２節 根号をふくむ式の


計算 


（定期テスト） 


・平方根，√，根号 


近似値 


・有理数，無理数 


・有理化 


・誤差，有効数字 


・平方根の意味と根号の使い方を理解する。 


・有理数と無理数の違いについて考察し、説明すること


ができる。 


・平方根をふくむ乗法と除法の計算，加法と減法の計


算，いろいろな計算ができる。 


・近似値と誤差の意味を理解する。 


３章 ２次方程式 


１節 ２次方程式 


２節 ２次方程式の 


利用 


・２次方程式の解 


・２次方程式を解く 


・解の公式 


・２次方程式とその解の意味を理解する。 


・因数分解や平方根の考え方をもとに、２次方程式を解


くことができる。 


・解の公式を知り、それを用いて２次方程式を解くこと


ができる。 


・２次方程式を具体的な場面で活用することができる。 


 


２ 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


３ 


９ 


 


 


 


 


 


10 


 


 


11 


 


 


 


 


12 


 


４章 関数 y＝ａｘ２ 


１節 関数 y＝ａｘ２ 


 


（定期テスト） 


２節 関数の利用 


・ｙはｘの２乗に 


比例 


・放物線の軸，頂点 


・変域 


（最大値，最小値） 


・関数ｙ＝ａｘ２の意味を理解する。 


・ｙ＝ａｘ２のグラフを表すことができる。 


・ｙ＝ａｘ２の特徴を理解する。 


・ｙ＝ａｘ２の変域や変化の割合を理解する。 


・関数ｙ＝ａｘ２について学んだことを生活や学習に生


かそうとしている。 


５章 相似 


１節 相似な図形 


２節 平行線と線分比 


３節 相似の利用 


・相似比 


・三角形の相似条件 


・中点連結定理 


・面積比，体積比 


・相似の意味と相似な図形の性質を理解する。 


・三角形の相似条件を理解する。 


・中点連結定理と平行線と線分の比を理解する。 


・相似比と面積比，体積比の関係を理解する。 


・相似を利用して、課題解決することができる。 


６章 円 


１節 円 


（定期テスト） 


・円周角の定理 


・接線の長さ 


・円周角と中心角の関係の意味を理解する。 


・円周角の定理を知り、利用することができる。 


・円周角の定理の逆を理解する。 


７章 三平方の定理 


１節 三平方の定理 


２節 三平方の定理の


利用 


・三平方の定理と 


証明 


・三平方の定理の逆 


・平面図形への利用 


・空間図形への利用 


 


・三平方の定理を理解し、証明できる。 


・三平方の定理を利用し、直角三角形の辺の長さを求め


ることができる。 


・三平方の定理を、具体的な場面で活用できる。 
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１ 


 


２ 


３ 


８章 標本調査 


１節 母集団と標本 


・全数調査,標本調査 


・標本調査の活用 


・標本調査の必要性と意味を理解する。 


・標本調査を行い、母集団の傾向を判断できる。 


３年間の復習 


（定期テスト） 


・総復習 ・３年間で学習した内容（既習事項）を活用し、課題解


決することができる。 


 


３ 評価方法 


評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 〇言葉の意味を理解している。 


〇定理・公式を理解し、計算ができる。 


〇例題の解き方を理解し、計算ができる。 


〇法則を理解し、利用した計算ができる。 


・定期テスト  


・小テスト 


 


思考・判断・表現 〇既習の計算をもとにして、計算方法を考察し、説明す


ることができる。 


〇学習した事柄を具体的な場面で利用・説明できる。 


〇学習した事柄を相互に関連付けて見ることができる。 


・定期テスト 


・ノート（ワークシート） 


・単元ごとのレポート 


・テスト直しレポート 


主体的に学習に 


取り組む態度 


〇学習した事柄について、学んだことを生活や学習に生


かそうとしている。 


〇学習した事柄を利用し、問題解決の過程を振り返って


検討しようとしている。 


・週末の宿題 


・問題集、ノート 


・単元ごとのレポート 


・テスト直しレポート 


４ 授業の取り組みについてのアドバイス 


・積極的に自分の考えを発表していけるようにしましょう。失敗を恐れず、自分の考えを発表してください。 


・授業ごとに内容理解の確認を行っていきます。細かな積み重ねをしていきましょう。毎時間の授業の復習をし


っかりと行ってください。「ワーク」や「教科書」を使って復習してください。 
・定期考査後に「ワーク」や「テスト直しレポート」を提出してもらいます。間違えた個所や分からなかった個


所は、丁寧に解き直し、理解するまで学習しましょう。 
・質問は、いつでも受け付けます。積極的に質問をし、疑問を解決してください。 
・「学びの足跡」を記入することで、自分の学習を振り返り、分からなかったこと、もっと知りたいことを明確


にしていきましょう。 


・単元の最後に、「単元レポート」を「（授業の）ノート」や「学びの足跡」をもとに作成します。 


裏には、学習した事柄でもっと知りたいことや興味をもったこと等をまとめていきましょう。 


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 


・宿題は必ずやりましょう。その際、分からなかったところは、そのままにせず、次の日に先生に聞いてくだ


さい。 


・問題集を購入します。授業でも取り扱っていきますが、授業の進行に合わせて取り組んでください。また、


期限を決めて提出を求めます。提出日に遅れないようにしましょう。 


・３年生では、授業の復習と共に、１・２年生の復習にも取り組んでいかなければいけません。1年生 2年生次


に購入した問題集を自分の弱点克服のために活用してください。 


・学習シラバスをもとに１年間の学習のスケジュールを立てましょう。 


 


６ 定期テストの取り組みについてのアドバイス 


・まずは、教科書やノート、授業中に配布されたプリントを見直してみましょう。 


・問題集のできなかったところに付箋紙（ふせんし）を付け、テスト前までに理解できるように繰り返し練習


をしましょう。放課後の補充教室や質問教室など利用すると効果的です。 


・その日の授業内容を、その日のうちに解決することが大切です。数学で力を付けるためには、日々の努力が


一番大切です。小さな積み重ねが大きな成果を生みます。 


 


７ 入試に向けてのアドバイス 


・それぞれの目標によって取り組み方は異なります。都立高校を目指す人は、授業内容を理解することが一番


です。都立の自校作成問題実施校や私立高校を目指す人は、各学校の傾向をつかみ、その内容にあった取り


組みが必要となります。どこを目指すにしても、計算力を付けることは大切です。 


・多くの問題に取り組み、慣れることが必要です。 
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３年 理 科                 
                                                                         


１.教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 
・自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技術を身
に付ける。 


・観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 
・自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 


 
２.年間学習計画と単元(題材) 
 


月 単元名 内  容 達成目標(ねらい） 


４ 
５ 
６ 
７ 
９ 
 


化学変化とイオン 
 


・水溶液とイオン 
・酸、アルカリとイオン 
・化学変化と電池 
 


・水溶液とイオンの関係を理解し、イオンのでき方に
ついて理解する。 


・酸とアルカリの特性を理解するとともにそれらの観
察、実験などに関する技能を身に付ける。 


・電池の基本的なしくみを理解し、化学エネルギー
が電気エネルギーに変換されていることを理解す
る。 


４
５
６
７
９ 
 


生命の連続性 
 


・生物の成長と生殖 
・遺伝の規則性と遺伝子 
・生物の多様性と進化 


・生物の成長と殖え方の特徴について理解する。 
・遺伝の規則性と遺伝子について実習を行い、結果を
分析する。 


・生物の多様性と進化について進んで関わり、探究し
ようとする。 


９ 
10 
11
12 


運動とエネルギー 
 


・物体の運動 
・力のはたらき方 
・エネルギーと仕事 


・力や物体の運動についての観察・実験を行い、運動
の規則性や関係性を考察する。 


・物体にはたらく力と物体の運動の関係を理解し、実
験の技能を身に付ける。 


・運動とエネルギーについて実験を行い、力学的エネ
ルギーについて理解する。 


９ 
10 
11 
12 


地球と宇宙 ・地球の運動と天体の動き 
・月と金星の見え方 
・宇宙の広がり 


・日周運動と自転、年周運動と公転についての基本的
な概念を理解する。 


・月や金星の運動と見え方についての基本的な概念を
理解する。 


・惑星と恒星についての基本的な概念を理解する。 


12 
１ 
２ 
３ 


地球と私たちの未
来のために 
 


・自然の中の生物 


・自然環境の調査と保全 


・科学技術と人間 
・持続可能な社会をつくるために 
 
 
 


・日常生活に関連付けながら、自然界のつり合いについて
理解する。 


・自然環境の保全のあり方について、科学的に考察する力
を身に付ける。 


・人間は様々にエネルギーを得ていることを理解し、エネ
ルギー資源の有効な利用が大切であることを理解す
る。 


・物質の有効な利用が大切であることを意識させる。 
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３．評価方法                                                                     
評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解
し、知識を身に付けている。また、観察、実験などに関する技
能を身に付けている。 


・課題への取組 
・実験観察レポート 
・定期考査 ・小テスト 


思考・判断・表現 自然の事物・現象の中に問題を見いだし、規則性や関係性を見
いだして表現している。また、探究の過程を振り返っている。 


・課題への取組 
・実験観察レポート 
・定期考査 ・小テスト 


主体的に学習に取り
組む態度 


自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しようとしている。 


・課題への取組 
・実験観察レポート 
・振り返りシート 


 
４．授業の取組についてのアドバイス 
（１）日々の授業について 
①忘れ物がないようにしましょう。 


 ②ノートは、後で見直したときに見やすいように書きましょう。 
 ③積極的に考えたり、発言したり、図や文章で表現したりしましょう。 
 
（２）実験・観察について 
 ①理科室の使い方、実験器具の使い方を守りましょう。 
 ②共同実験者と協力して取り組みましょう。 
 ③方法や目的を理解したうえで、観察・実験に取り組みましょう。 
 ④観察・実験の記録をとり、結果から分かることを考えて表現しましょう。 
 
５．家庭学習について 
（１）復習 
 ①その日の授業で使ったノート、プリント、教科書などをもう一度読み、授業の内容を思い出しましょう。 
 ②特に重要な内容は、その日のうちに覚えましょう。 
③時間が経って忘れた頃に再び復習し、何度も繰り返すことで、少しずつ身に付けていきましょう。 


 ④余裕があれば、要点をまとめたノートを作ってみましょう。 
 
（２）宿題 
 ①宿題に取り組むことで、自分自身で定着度を把握しましょう。 
 ②忘れていたこと、分からないこと、難しいことはノートや教科書で調べましょう。 
 ③分からないと思い込んでしまわないで、できるところを取り組みましょう。 
 
６．定期テスト前や入試に向けての取組について 
（１）定期テスト前の取組について 
①誰でも、習ったことを忘れます。忘れた頃に復習をすることが効果的です。 
②習ったことの確認（記憶のインプット）ができたら、問題を解く練習（記憶のアウトプット）を 
しましょう。 


 
（２）入試に向けての取組について 
 ①今、学校で勉強している３年生の内容をしっかり定着させることが大切です。 
（今、努力しておくと、入試前に３年生の内容を思い出すのにかかる時間を短縮することができます。） 


 ②１、２年生の復習にも少しずつ取り組みましょう。特に、学校の授業が無い夏休みや連休の期間は１、
２年生の復習のための時間を確保しやすいです。 


 
７．苦手な人へのアドバイス  
（１）教科書の太字の語句や、「ここがポイント」を中心に復習しましょう。 
（２）教科書には各単元の最後に「学習内容の整理」のページがあります。要点がまとめてあります。 
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３年 社 会 （週４時間）                       
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


    広い視野に立って、社会に対する関心を高め、諸資料に基づいて多面的・多角的に考察し、我が


国の国土と歴史に対する理解と愛情を深め、公民としての基礎的教養を培い、国際社会に生きる平


和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。 


 


２ 年間学習計画と単元(題材) 
＜歴史的分野＞ 


学期 月 題材名・単元名 学習内容 達成目標(ねらい） 


１


学


期 


４ 


５ 
近代の幕開け 


近代の日本と世界 


 


 


 


・近代世界の確率とアジア 


・開国と幕府政治の終わり 


・明治維新と立憲国家への歩


み 


・激動する東アジア 


と日清・日露戦争 


・第一次世界大戦 


・大正デモクラシー 


・市民革命や産業革命の影響について、


多面的・多角的に考察し、表現してい


る。 


・開国と江戸幕府の滅亡を理解する。 


・明治維新の経緯の理解をふまえ、日本


の近代化を日露戦争、条約改正を通し


て理解する。 


・第一次世界大戦および第二次世界大戦


それぞれの背景、影響と２つの大戦が


人類全体に惨禍を及ぼしたことを理


解し、国際協調と平和の実現に努める


ことが大切であることに気付く。 


５ 


６ 


７ 


９ 


二度の世界大戦と 


日本 


現代の日本と世界 


・第二次世界大戦 


・戦後の日本と世界 


・敗戦から現在の日本が立ち直っていく


姿、高度経済成長や冷戦とその終結、


世界の多極化の様子について時間経過


を理解し説明することができる。 


２


学


期 


９ 


10 


個人の尊重 


と日本国憲法 


・基本的人権と日本国憲法 ・日本国憲法の基本原理を具体的な生活


との関わりを通して理解し、様々な人


権についての知識を身に付ける。基本


的人権についての問題を多角的に考察


することができる。 


10 


11 
現代の民主 


政治と社会 


 


・国の政治のしくみ 


・地方の政治と自治 


 


・国会・内閣・裁判所の仕事内容に興味


をもち、三権の関係を理解することが


できる。 


・議会制民主主義や住民自治の意義を考


え、主権者としての政治参加のあり方


を考察することができる。 


11 


12 


私たちの 


暮らしと経済 


 


・暮らしと経済 


・生産と労働、価格と金融 


・政府の役割と国民の福祉 


・これからの経済と社会 


・経済活動を身近な消費生活を通して理


解させる。また経済の事象を捉える見


方や考え方の基礎を身に付ける。 


 


３


学


期 


12 


１ 


地球社会 


と私たち 


・国際社会と世界平和 


・国際問題とわたしたち 


・国際問題に関心をもち、国際社会にお


ける日本の役割やあり方を考えさせ


ることができる。 


１ 


２ 


《３分野総合》 


３年間の総まとめ 


・地理、歴史、公民 


 


・これまでの学習内容全体を復習する。


都立入試の傾向と対策を問題演習し


ながら身に付ける。 


２ 


３ 


よりよい社会を目指


して 


・国際問題の理解と平和の実


現に向けて 


・世界平和や福祉のため、自分に何がで


き、どうすればよいかを他人の意見も


聞いて参考にして考えをまとめること


ができる。 
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＜公民的分野＞ 


学期 月 題材名・単元名 学習内容 達成目標(ねらい） 


２ 


学 


期 


９ 


 


 


 


10 


 


11 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


12 


１ 


 


 


２ 


・現代社会と私たち 


 
 
 
・個人の尊重と日本国


憲法 


 


 


 


・現代の民主政治と社


会 
 


 


 


 


 


 


 


 


・私たちの暮らしと 


経済 


 


 


 


・地球社会と私たち 


 


 


 


・３年間の学習の総ま


とめ 


 


・よりよい社会を目指


して 


 


・現代社会の見方や考え方 


 


 


 


・日本国憲法の基本原理 
・日本の平和主義 
・基本的人権と個人の尊重 


・人権と共生社会 
 
・国の政治のしくみ 


・地方の政治と自治 


 


 


 


 


 


 


 


 


・暮らしと経済 


・生産と労働、価格と金融 


・政府の役割と国民の福祉 


・これからの経済と社会 


 


・国際社会と世界平和 


・国際問題とわたしたち 


 


 


・地理、歴史、公民 


 


 


・国際問題の理解と平和の実


現に向けて 


・よりよい社会生活を営むために必要な考


え方を、決まり作りを通してもつことが


できる。 


 


・日本国憲法の原則やその内容について理


解し、知識を身に付けている。 


・様々な人権についての知識を身に付けて


いる。 


 


・日本の政治の形について自分の考えをも


ち、発表できる。また、政治に関する新


聞記事やニュースからその内容を説明


できる。 


・国会・内閣・裁判所の仕事内容に興味を


もち、三権の関係を理解することができ


る。 
・地方自治の重要性を理解することができ


る。 


 


・経済活動を身近な消費生活を通して理解


させる。また経済の事象を捉える見方や


考え方の基礎を身に付ける。 


 


 


・国際問題に関心をもち、国際社会におけ


る日本の役割やあり方を考えさせるこ


とができる。 


 


・３年間の知識を整理し、社会科全分野を


体系的に捉え、総合的に学習をし、理解


することができる。 


・世界平和や福祉のため、自分に何ができ、


どうすればよいかを、他人の意見も聞い


て参考にして考えをまとめることがで


きる。 
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３ 評価方法 


各 観 点 評 価 規 準 評価方法 


知識・技能 


・資料を適切に活用して、ワークシートに取り組んでいる。 


・テストにおいて資料から適切な解答ができている。 


・社会的事象についての理解を深め、知識を身に付けている。 


・テーマに沿ったレポートを作成できている。 


・ワークシート 


・小テスト 


・レポート作成 


・定期テストにおける 


資料読み取り問題 


思考・判断・表


現 


・テーマに沿ったレポートに自分の考えを表現することができる。 


・テストにおいて、記述問題に解答できている。 


・作成したレポートやスライドを簡潔にまとめ分かりやすく発表


できている。 


・ワークシート 


・レポート作成 


・定期テストにおける 


記述問題 


主体的に学習に


取り組む態度 


・予習、復習を含めた授業準備をし、授業に臨んでいる。 


・社会の動きを新聞やニュースなどから読み取り理解し関心をも


っている。 


・作成したレポートやスライドに自らの意見や考えをまとめられ


ている。 


・提出物 


（振り返りシート、ニ


ュース記事など） 


・定期テスト 


・レポート発表 
 


４ 授業の取組についてのアドバイス 


 ・黒板に書かれたことは、その時間の記録です。ワークシートやノートに必ず書き写しましょう。 


字は丁寧にはっきりと書き、色ペンなどで工夫しまとめましょう。 


・わからないことをそのままにしないで、休み時間や放課後を利用し積極的に質問しましょう。 


 ・タブレットは大変、便利な文房具です。積極的に活用し技能を身に付けましょう。 


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 


・宿題について・・・宿題はやらねばならない課題です。教科書を読んで取り組んでかまいません。


丁寧に調べて取り組みましょう。また、普段から漢字を使う努力をしましょう。 


・復習について・・・授業で学習した部分は、教科書やノートを読み直してその日に復習をしましょ


う。また、ノートの余白に自分の感想や疑問を書きましょう。疑問に思ったこ


とは、調べたり先生に質問したりしましょう。 


 


６ 定期テスト前の取組についてのアドバイス 


・教科書に書かれている内容を理解して、読み込むことが大切です。必ず文章を一読しましょう。 


・ノートには授業の要点がまとめられています。 


 ・資料から情報を読み取る問題も出題します。資料集の統計資料や写真などをよく確認しておきまし


ょう。 


 


７ 苦手な人の取組についてのアドバイス  


 ・毎時間の授業ではプロジェクターや黒板に書いたことを丁寧にノートに書き写すようにしましょう。 


 ・授業の復習を丁寧にやりましょう。（復習のやり方は５で説明した通りです） 


 ・担当の先生や友人に勉強のやり方を聞いてみるのも一つの手です。 


 


８ 入試に向けての取組のアドバイス  


・入学試験では３年生の学習内容だけではありません。むしろ１・２年生の学習内容（地理・歴史）


が多く出題されます（都立入試の場合は７０％以上、さらに言えば地理的分野の内容＜統計表・グ


ラフの出題＞が多くなってきています）。夏休みが終わるまでに１・２年生の復習を一通り行いま


しょう。自分で購入した問題集を何度も繰り返し、解いてみることも有効です。 


・教科書は優れた参考書です。また、これまでのノートやプリントも上手に活用すれば学習内容の復


習につながります。 
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３年 美 術  週１時間                   
 
 １ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 
 


○楽しく美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造してい


く意欲と態度を育てる。  
○対象を見つめ感じ取る力や想像力を高め、豊かに発想し構想する能力や形や色彩など


による表現の技能を身に付け、意図に応じて創意工夫し美しく表現する能力を育  


てる。  
○自然の造形や美術作品などについての基礎的な理解や見方を広げ、美術文化に対する


関心を高め、よさや美しさなどを味わう鑑賞の能力を育てる。   
 


 ２ 年間学習計画と単元(題材)     
           


学 期  題材名・単元名  内容  達成目標(ねらい）  


１ 


学 


期 


＜鑑賞＞ 
ピカソについて 


ピカソについて調べ 
自分なりの鑑賞を文に 
まとめる。 
作品「ゲルニカ」につ 
いてを含むこと。 


ピカソの作品イメージと実際調
べてみての比較などをする。 
また、絵の解釈には様々あり正
誤があるものではないことを知
り、自分なりの見方ができるよ
うにする。 


＜表現／工芸＞ 
アートガラス 


・彫金の技法を用いて
作品にする。 


スクラッチの特徴と技法を理解 
し、特徴を生かしたデザインと 
制作にあたることができる。 


２


学


期 


＜表現／絵画＞ 
自己を見つめて 


・自分らしさについて
考え、自己を見つめ
直す。 


・自分の気持ちをどの
ように表現するか考
え、画面に表す。 


・自己の内面を捉える表現をし
ている。 
・色々な表現技法を学ぶ。 


3


学


期 


＜表現／工芸＞ 
螺鈿調ペンケース 


・日本の伝統工芸であ
る螺鈿。シール状で
簡単にできるキット
を用い製作する。 


・螺鈿とは何かを知り美しい作
品を作る。また同時に日本の伝
統工芸について他にどのような
ものがあるかを調べる。 


 


３ 評価方法 


 
  各観点      評価規準    評価方法 
知識・技能 ・授業中に行うことに対しての知識を身に付けて


いる。 
・制作用具の基本的な扱い方を理解し、正しく使っ


て自分の想い通りの作品に仕上げることができ
る。 


・テーマの意味や素材の特徴を理解し、自分の作品
に生かし仕上げることができる。 


・アイデアスケッチ 
・作品 
・ワークシート 
・レポート 
・定期テスト 


思考・判断・ 
表現 


・ものをよく見る力、気付き発見する力を身に付け
ることができる。 


・豊かな感情や考え、空想力や想像力を広げイメー
ジすることができる。 


・新しいもの、斬新なもの、ユニークなものを考え
出すことができる。 


・アイデアスケッチ 
・作品 
・ワークシート 
・定期テスト 


主体的に学習に
取り組む態度 


・より良いものを作り出そうとしている。 
・課題の理解から完成した作品まで、良い表現のた


め工夫や方法を導き出そうとしている。 
・自他の作品に愛着をもち大切にしようとしてい


る。 


・授業態度 
・作品 
・ワークシート 
・提出物、忘れ物 
・定期テスト 
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４ 授業の取組についてのアドバイス  
  ○授業の受け方と心構え 
 ・「授業は学びの場」であることを忘れずに、集中して自分の課題、作業に取り組みま   


しょう。また、他の人の集中のさまたげにならないように注意しましよう。 
○授業に準備するもの                                                              
・教科書・資料集・筆記用具（鉛筆、消しゴムを必ず用意してください。）以上３点が


基本的な持ち物です。その他、用意するものがあれば事前に授業で連絡します。 
・限られた時間を大切に使うために、忘れものないようにしてください。 


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 
・美術の時間は週に１時間しかありません。課題に対しての、アイデアや構想は美術の


時間だけでは不足がちです。授業中で考えたことは家庭学習でまとめておき、次の時
間にスムーズに入れるようにしておきましょう。 


・普段の生活の中から、課題を常に意識をして「おもしろいもの、たのしいもの、きれ
いなもの」など、参考になりそうなものを記憶に留めておきましょう。できれば、写
真に撮っておいたり、スケッチしたりして、自分なりの参考資料を増やしておきまし
ょう。                           


 
６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス 


・美術のテストは課題、目的、内容、実習方法などの授業中の確認事項が主になりま
す。教科書・資料集・プリント・ワークシート・板書などを復習しておきましょう。   


 
７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス                                 


・「絵には自信がなくて、美術は苦手」と思う人がいるかと思いますが、大切なのは「絵
が上手」なことではなく「より良くなろうと努力する」ことです。表面上の上手、下
手に憂うことなく、地道な努力を重ねましょう。このことが技術面の向上につながり、 
内面的にも成長することになります。練習することで上手になり、続けることで上達
します。あきらめることなく粘り強く頑張りましょう。 


 ・技術面も大切ですが、発想の豊かさも重要です。常日頃から自然や物を観察したり、
物事について広く深く考えたり、想像したりする習慣を身に付けましょう。 


- 2 -








３年 英 語 週４時間          
 
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）      


外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなど
を理解したり表現したり伝えあったりするコミュニケーションを図る資質・能力を以下のように育成す
ることを目標とする。 


（１）外国語の音声や語彙、文法などを理解し、それらの知識を実際のコミュニケーションにおいて
活用できる技能を身に付けるようにする。 


（２）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題につ
いて、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用して表現したり伝えあったり
することができる力を養う。 


（３）言語や文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 


 
２ 年間学習計画と単元(題材)  
学期 月 題材名・単元名 内容 達成目標(ねらい） 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
学 
 
期 
 
 
 
 


４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


Unit 1 
School Life  
around the World 
 
 
 
Daily Life 1 
ディスカッション 
 
Unit 2 
Our School Trip 
 
Daily Life 2 
留守番電話 
 
Unit 3 
Lessons from 


 Hiroshima 
 
 
 
Active Grammar 1 
 
 
 
Let’s Read 1 
From the Diary of 
Kawamoto Itsuyoshi 
 
 
World Tour 1 
Living With Animals 
 
You Can Do It 1 
 
 
Unit 4 
AI Technology 


    And Language 
 
Let’s Read 2 
RobotsMakes 
Dreams Come True 


 


Daily Life 3 


既習事項の総復習 
受動態 
help/let＋人（物）＋ 
動詞の原形 
tell＋人＋that ~ 
 
 
現在完了（完了・経


験） 
 
既習文法の確認 
 
現在完了(継続用法) 
現在完了進行形 
It is ~ (for 人) to ~ 
 
 
既習事項の復習 
 
 
接続詞・受動態・不


定詞の副詞的用法 
 
 
既習事項の総復習 
 
現在・過去・未来 
 
 
関係代名詞（主格） 
which,who,that 
 
既習文法の確認 
 
 
関係代名詞(that) 
 


・学校紹介の記事から、日本の学校との違いを読み取り、
自分の意見を発表することができる。 


・受け身・help/let＋人（物）＋動詞の原形・tell＋人＋that 
~の構文を理解し、活用できる。 


 
 
・ディスカッションを通して意見や最終的な結論を聞き取


ることができる。 
 
・会話を通しておすすめの場所ややったことなどを聞き取
ることができる。 


・現在完了（完了・経験）を理解し、それを活用できる。 
 
・留守番電話の伝言を聞き、要件に応じたやり取りができ
る。 


 
・文章から、人物の経験や心情などをくみ取ることができ


る。 
・現在完了（継続用法）・現在完了進行形 


It is ~ ( for 人) to ~の構文をしっかりと理解し、活用でき
る。 


 
・現在完了（完了・経験・継続）や現在完了進行形の構文


や意味の違いをしっかり理解して、使いこなすことがで
きる。 


 
・日記から出来事や気持ちを読み取り、筆者について想像


したことを伝え合うことができる。 
・接続詞・受動態・不定詞の副詞的用法をしっかり理解し、


活用できている。 
 
・絶滅危惧種の現状やその原因について知り、自分たちに


何ができるかを話し合うことができる。 
 
・町の歴史についての説明を聞き理解し、過去と現在の違


いを述べたり、未来について話し合ったりできる。 
 
・関係代名詞主格（which,who,that）を使った表現を理解し、


使いこなすことができる。 
 
 
・英文を読んで、大意をつかむ。 
・ロボットについて考え、自分の意見を発表できる。 
 
 
・ポスターを読んで内容を理解し、必要な情報を読み取る 
 ことができる。 
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３


学


期 


 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
３ 


ポスター 


Unit 5 


Plastic Waste 


 


 


Daily Life 4 


ニュース 


Unit 6 


The Chorus Contest 


Active Grammar 2  


後置修飾 


 


You Can Do It ! 2 


学校に必要なもの


を考えよう 


Unit 7 


Tina’s Speech 


 


 


World Tour 2 


How Do We Live ? 


 


Let’s Read 3 


Changing the World 


 


Unit 8 


Goodbye, Tina 


 


You Can Do It ! 3 


3 年間を締めくく


る言葉を考えよう 


 


Let’s Read more 1 


The Runner Wearing 


Number 67  


 


Let’s Read more 2 


Visas for 6000 


Lives  


 


Let’s Read more 3 


The Adventure of 


      Tom Sawyer  


関係代名詞（目的格） 
which , that  
 
 
既習事項の総復習 
 
現在分詞、過去分詞


の後置修飾 
間接疑問文 
 
既習事項の総復習 
 
既習事項の総復習 
 
疑問詞＋to ~ 
 
I f ~仮定法 
 
 
既習事項の総復習 
 
 
既習事項の総復習 
 
 
I wish ~ 仮定法 
 
 
 
 
 
 
既習事項の総復習 
 
 
既習事項の総復習 
 
 
 
既習事項の総復習 
 
 


・関係代名詞（目的格）which , that の用法を理解し、使いこ


なすことができる。 
・本文を読んで内容を理解し、それについて自分の意見を言


ったりできる。  
・ニュースを聞いて要点をとらえ、大まかな内容を説明す


ることができる。 
 
・現在分詞や過去分詞の後置修飾の用法を理解し、活用で


きる。 
・間接疑問文の用法を理解し、活用できる。 
・関係代名詞の文を理解し、それらを使って表現すること


ができる。 
・後置修飾の用法をしっかり理解し、使うことができる。 
 
・英文を読んで大意を理解し、それに対して自分の意見を


まとめ、友達と話し合える。 
 
・疑問詞＋to ~ の用法を理解し、活用できる。 
 
・if ~ （仮定法）の用法を理解し、活用できる。 
・スピーチを聞いて大意を理解できる。 
・相手に伝わるように内容を整理し、自分の考えを伝える


ことができる。 
 
・本文を読んで内容を理解し、世界の現状や未来について


考え、自分の考えを発表できる。 
 
・スピーチを聞いて大意を理解できる。 
・相手に伝わるように内容を整理し、自分の考えを伝える


ことができる。 
 
・I wish ~ （仮定法）の用法を理解し、活用できる。 
・大切な人に対して自分の気持ちを伝える手紙を書いてみ


る。 
 
・英語の詩を読んで作者の伝えたいことを考えてみる。 
・自分の思いを伝える詩を書いてみる。 
 
 
 
・東京オリンピックのエピソードを読んで、選手の思いを


読み取る。 
 
 
・杉浦千畝の伝記を読んで、彼の行動と思いを読み取る。 
 
 
・既習事項を確認し、問題を解くことができる。 
 
 
・「トム・ソ－ヤーの冒険」の 1 節を読んで物語の面白さ


を味わいながら、人間の行動について考える。 


 
３ 評価方法                                                                     


評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


・英語の単語や語句、文法など英語の特徴やきまりにつ
いての基本的な知識を身に付けている。（知識） 


・既習事項を用いて、コミュニケーションに支障がない
程度に正確に話したり、書いたり、聞いたり、読んだ
りすることができる。（技能） 


・定期テスト 
・小テスト 
・プレゼンテーション 
・リテリング 


思考・判断・表現 


・目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会
的な話題について、外国語で簡単な情報や考えを理解
したり、これらを活用して表現したり伝え合ったり、
書いたりすることができる。 


・定期テスト 
・小テスト 
・プレゼンテーション 
・リテリング 
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主体的に学習に取り
組む態度 


・目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会
的な話題について、外国語で簡単な情報や考えなどを
理解しようとしたり、これらを活用して積極的に表現
しようとしたり、伝え合おうとしたりしている。 


・提出物の内容 
・授業態度 
・小テスト 
・プレゼンテーション 
・リテリング 


 


 


４ 授業の取り組みについてのアドバイス 
 
 ・授業に集中し、先生の指示をしっかり聞きましょう。 


・自分に合ったレベルで目標を設定し、それを達成できるように、目的意識を持って授業に取り組 
みましょう。 


・音のつながりや、アクセント、強弱を意識して、大きな声で音読練習をしましょう。大きな声で音読す
ることにより、脳が刺激され、定着度が高まります。また英語らしく発音できるようになると、リスニン
グの力も up します。 


・学んだ表現を使って、自分の身の回りのことや自分自身について積極的に英語で話したり書いたり
してみましょう。 


 
５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 
 
・英単語練習、教科書の音読など、授業で学んだ内容をその日のうちに復習しましょう。 
・教科書の音読練習を繰り返し行いましょう。教科書に載っている QR コードを使って、音声を聞きながら・


読練習を行うのが効果的です。 
・英単語や基本文などを繰り返し発音してノートに書いて練習しましょう。 
・問題集にもコツコツ取り組みましょう。 


 
６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス 
 


・教科書本文を何度も音読し、ノートに書いて練習しましょう。 
・テスト範囲のプリント（教科書プリントや文法プリントなど）を何度も復習し、すべての問題を解けるよ


うにしましょう。 
 
７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 
 
・まずは音読練習に取り組みましょう。すらすら読めるようになるまで大きな声で繰り返し練習しましょう。


短時間でもよいので、 毎日取り組むと効果が出ます。 
・単語、英文を繰り返し書いて覚えましょう。小テストは努力の成果が出やすいので、毎回、満点をとれる


ように学習しましょう。その積み重ねが大きな力になります。 
・分からないことがあったらすぐに先生に質問しましょう。 
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聞く ［L-1］はっきりと話されれば，日常


的な話題について，必要な情報を


聞き取ることができる。 


会話を聞き，必要な情報を捉えることができる。 


留守番電話の伝言を聞き，用件を捉えることができる。 


［L-2］はっきりと話されれば，ストー


リーや日常的な話題について，おお


まかな内容を捉えることができる。 


物語やストーリーを聞き、概要や話の流れを捉えることができる。 


話し合いを聞き，それぞれの意見や最終的な結論を捉えることができる。 


説明文を聞き，おおまかな内容や状況を捉えることができる。 


［L-3］はっきりと話されれば，日常


的な話題や社会的な話題につい


て，要点を捉えることができる。 


社会的な話題についての英文を聞き、現状の問題点や理由を捉えることが


できる。 


スピーチから，話し手がいちばん伝えたいことを聞き取ることができる。 


読む ［R-1］日常的な話題について，簡単


な語句や文で書かれたものから，必


要な情報を読み取ることができる。 


紹介文から，日本の学校との違いを読み取ることができる。 


日記から，出来事や筆者の気持ちを読み取ることができる。 


ポスターから，必要な情報を読み取ることができる。 


［R-2］ストーリーや日常的な話題に


ついて，簡単な語句や文で書かれ


た文章から，おおまかな内容を捉え


ることができる。 


文章から，人物の経験や心情などを読み取ることができる。 


説明文から，要点を読み取ることができる。 


プレゼンテーションから，話の展開を読み取ることができる。 


［R-3］日常的な話題や社会的な話


題について，簡単な語句や文で書


かれた文章から，要点を捉えること


ができる。 


説明文から，要点を読み取ることができる。 


スピーチから、話し手の主張を読み取ることができる。 


手紙や意見文から，一番伝えたいことを読み取ることができる。 


話す 


 


やり


取り 


［SI-1］自分のことや興味のあること


について，簡単な語句や文を使っ


て，その場で質問したり，伝え合っ


たりすることができる。 


おすすめの場所やについて，教え合うことができる。 


自分や相手のことについて、英語で質問したり、答えたりすることが


できる。 


［SI-2］ストーリーや日常的な話題に


ついて，簡単な文や相づち表現など


を使って，やり取りをすることができ


る。 


留守番電話の伝言の用件に応じたやり取りができる。 


聞いたり読んだりした内容について、具体的な質問に答えることができる。 


［SI-3］聞いたり読んだりしたことに


ついて，簡単な語句や文を使って，


要点や自分の考えなどを伝え合うこ


とができる。 


英文を読んで，考えたことや感想を、理由を交えて伝え合うことができる。 


身近な話題について、自分の考えを伝え合うことができる。 


スピーチを読んで，話し手の主張に対する考えを伝え合うことができる。 


話す 


 


発表 


［SP-2］ストーリーや日常的な話題


について，事実や気持ちを整理し


て，簡単な文やつなぎ言葉を使っ


て，まとまりのある内容を話すことが


できる。 


過去と現在の町の違いや 50 年後の町について話すことができる。 


絵にふさわしいせりふを考えて，発表することができる。 


ストーリーについて，簡単な語句や文を使い，リテリングができる。 


［SP-3］聞いたり読んだりしたことに


ついて，簡単な語句や文を使って，


要点や自分の考えなどを話すことが


できる。 


読んだ記事について，意見を発表することができる。 


読んだ文章について，感じたことなどを発表することができる。 


聞いたニュースについて，おおまかな内容を説明することができる。 


読んだ提案について，自分の意見と理由を伝えることができる。 


書く ［W-2］日常的な話題について，事実


や気持ちを整理して，簡単な文やつ


なぎ言葉を使って，まとまりのある


文章を書くことができる。 


読んだ内容について、接続詞や副詞を用いながら、自分の感想や気持ちを


伝える手紙を書くことができる。 


［W-3］聞いたり読んだりしたことに


ついて，簡単な語句や文を使って，


要点や自分の考えなどを書くことが


できる。 


読んだ投稿文について，感想や自分の意見を書くことができる。 


ストーリーについて、要点をその場でまとめ、書くことができる。 
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３年 音楽  週１時間                      
 
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）                         


○みんなで音を出すことの楽しさを体験し、音や音楽に対する関心をもち、豊かに音楽を感じ、生


涯にわたって音楽に親しむ心を育む。 


○音楽表現の豊かさや美しさを感じ取って表現するための基礎となる、発声の仕方や楽器の奏法な


どを身に付け、創意工夫して表現する。 


○日本の心の歌や日本の伝統的な音楽、さらには世界各国の音楽に対する理解を深め、音楽の多様


性のよさについて知る。 


２ 年間学習計画と単元(題材)  


学期 月 題材名・単元名 内容 達成目標(ねらい） 


 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 


４ 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
６ 
７ 
 
 
 
 
 
９ 
 
 
 
10 
 
 
11 
 
 
12 
 
１ 
２ 
 
 
 
３ 
 
 


歌唱「花（滝廉太郎）」 
 
 
アルトリコーダー 
「エーデルワイス」 
 
鑑賞「ブルタバ」 
 
 
混声合唱 


合唱課題曲 


 
 
鑑賞「能」 
 
 
 
混声合唱  


合唱課題曲・自由曲 


 
 
 
箏「六段の調べ」 
 
 
アルトリコーダー 
「前奏を創作しよう」 
「威風堂々」 
 
鑑賞「ボレロ」 
 
 
歌唱「帰れソレント」 
 
 


 


器楽：ギター 
「中級課題」 


・歌詞の内容を理解して、曲


にふさわしい表現を工夫


する。 
・レガート奏法に気を付け情


景を表現する。 
 
・音楽の特徴や背景を理解し 


て、その魅力を味わう。 
 
・混声四部合唱の豊かなハー


モニーを仲間とともに表


情豊かに作り上げる。 
 
・能の特徴を理解して、その


魅力を味わう。 
 
 
・混声四部合唱の豊かなハー


モニーを仲間とともに表


情豊かに作り上げる。 
 


 
・さまざまな技法で箏の楽器


の良さを感じて表現する。 
 
・曲にあった前奏を創作して


リコーダーを演奏する。 
 
 
・音楽の特徴や背景を理解し 


て、その魅力を味わう。 
 
・歌詞の内容を理解して、曲


にふさわしい表現を工夫


する。 
 
・ギターの基本的な奏法を習


得する。 


 


・歌詞の表す情景や味わいに興味を


もち、曲にふさわしい表現につい


て考え表現する。 
・新しい音の運指を理解し、曲想を


生かした音楽表現をする。 
 
・速度、強弱、楽器の音色と音楽を


形づくっている要素の関わりを


理解し、根拠をもって批評する。 
・歌詞の内容や曲想に関心をもち、


曲にふさわしい音楽表現を工夫


し、どのように歌うかについて思


いや意図をもっている。 
・声や楽器の音色、節回し、リズム、


速度と曲想の関わりを理解して、


根拠をもって批評するなどして、


音楽の美しさを味わっている。 
・歌詞の内容や曲想を味わい、言葉と


旋律との関わりやパートの役割と


全体の響きとの関わりを理解し、曲


にふさわしい表現を仲間と一緒に


工夫して表情豊かに合唱する。 
・箏の音色を味わい、さまざまな技


法を用いて旋律の繰り返し方や


重ね方を工夫する。 
・4 小節程度の短い前奏を創作し、


前奏を含むリコーダーの演奏を


することができる。 
 
・速度、強弱、楽器の音色と音楽を


形づくっている要素の関わりを


理解し、根拠をもって批評する。 
・歌詞の表す情景や味わいに興味を


持ち、曲にふさわしい表現につい


て考え表現する。 
 
・楽器の音色や響きと奏法との関わ


りを理解し基礎的な奏法を身に


付ける。 
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３ 評価方法                                                                     


評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを理解して
いる。 


・正しい奏法で演奏することができる。 
・基本的な発声法で、豊かに声を響かせて歌うことがで


きる。 
・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能


を身に付けている。 


・授業プリント 
・実技テスト 
・定期考査 


思考・判断・表現 


・音楽を形づくっている８要素を知覚し、それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を感受している。 


・知識や技能を得たり生かしたりしながら歌唱や器楽表
現を創意工夫している。 


・音楽を形づくっている８要素を知覚し、知覚したこと
を感受して、まとまりのある創作表現を創意工夫して
いる。 


・楽曲の時代背景やその特徴をとらえ、音楽を自分なり
に評価しながら、よさや美しさを味わって鑑賞してい
る。 


・授業プリント 
・実技テスト 
・定期考査 


主体的に学習に取
り組む態度 


・音や音楽、音楽文化に興味をもち、主体的、協働的に
表現する活動に取り組んでいる。 


・主体的、協働的に音楽を鑑賞し、学習活動に取り組も
うとしている。 


・授業態度 
・提出物 
・授業プリント 
・定期考査 


 


４ 授業の取り組みについてのアドバイス                                       


  ・教科書２冊、ニューコーラスフレンズ、ファイル、ソプラノリコーダー、アルトリコーダー、 


筆記用具の忘れ物をしない。（すべてバッグに入れてロッカーに置いておく。） 


 ・積極的に授業を受け、授業中に私語をしない。 


 ・課題に前向きに取り組む。 


  


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                     


 ・歌唱、合唱曲については歌詞を読み、歌詞の理解を深める。 


 ・鑑賞した楽曲などは背景や特徴について調べ学習をする。 


 ・ワークシートや教科書を使って復習をする。 


 


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス                              


・授業で配布されたプリントを覚える。 


 ・歌詞や作詞作曲者、音楽用語などの基本的事項を覚える。 


 ・音楽を形づくっている８要素について理解をして覚える。 


 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


 ・歌うことが苦手、リコーダーが苦手など、苦手意識をもっている人は、失敗や間違えを恐れずに


何度も練習しましょう。できないことを隠すのではなく、積極的に授業で質問してください。ど


こでつまずいているのか分かれば、アドバイスすることもできます。 


・上手な人の近くで練習するのも良い方法です。 


・苦手な人ほど積極的に前向きに授業に取り組みましょう。 
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